
グループホーム無量荘 運営推進会議 

令和 7年９月 1７日（水） １４：００～ 

 

参加者： 

紺野様（千渡地区民児協会長）、福田様（千渡自治会長）、五月女様（介護保険課） 

丸山様（ご家族代表）、塩川様（ご家族） 

 

１）外部評価について 

外部評価とは？（資料１） 

添付資料１を使用し外部評価とは何か、どんな意義があって外部評価を実施するのかをご説明

する。 

  また、「自己評価・外部評価・運営推進会議活用ツール」を使用し以降の運営推進会議にて協

議を行っていくこととする 

 

２）事業所活動報告（別紙資料２） 

  今月のテーマとして設定した「事業所と地域とのつきあい」「運営推進会議を活かした取り組

み」「市町村との連携」を重点的に活動報告を実施 

  項目３）運営推進会議を通して外部評価に移る 

 

３）運営推進会議を通した外部評価 

・（（No2）事業所と地域の付き合い 

＜紺野様＞ 

地域密着型の施設であり、目の前にはコットン村の畑もあり地域の人たちが出入りしやす

い施設であると思う。福聚会の法人としてもそういった所に取り組んでいるので非常に良

いと思っている。 

＜福田様＞ 

千渡地区をはじめとして菊沢地区全体が高齢化している。そういったことを踏まえるとこ

の無量荘と地域自治会などが協力しあえる体制を作っていくことが必要になる。 

これからどのように関係を気付いていけるかを模索していく必要がある 

＜五月女様＞ 

介護保険の中では地域との付き合い渡欧ものが大切と言われているが、どのように連携を

図るか、付き合っていくのかということに関してはどの事業所も苦慮していると思う。 

グループホームはお高齢者の生活が、自宅拠点ではなく施設となるので地域と分断されや

すいという点はあるかと思う。 

大きな地域とのつながりばかりでなく散歩や買い物など日常生活の延長線上で地域とつな

がりを持っていくということも良いと思う 

＜丸山様＞ 



施設として地域とどうかかわっているかはわからないところではあるが、うちの母のよう

に自分で自由に動くことができない場合、どのように地域と関わるかということになると

思う。ちょっとして散歩やドライブなどちょっとしたことで地域というものを 感じるこ

とができるのではないかと思う 

＜塩川様＞ 

以前は外出やイベントなどが豊富にあった。今は職員さんが足りないからなのかそういっ

たことが少なくなってきている感じがする。法人や施設としての取り組みが素晴らしいの

はわかるが、利用者の家族として外出や散歩などの機会があってくれる方が良いと思って

いる。 

・(No3)運営推進会議を活かした取り組み 

＜深谷＞ 

今年度の運営推進会議においては６月に運営推進会議とは何か、何の他為に開催するの

か？をご説明、８月に施設見学をしていただき実際の現場を見ていただく。という流れで

行ってきており、今月から詳細の報告や協議に入っていくところであるため、現時点で今

年度の運営推進会議で協議した内容を活かした取り組みというものは「北鹿沼北中学生の

下校見守り」程となっている。 

今後この会議を活かしていきためにご意見いただきたい。 

＜紺野様＞ 

これから話していく中で、施設がより良い方向に向かってくれると良いと思う 

＜五月女様＞ 

大きな取り組みでなくても良いと思う。話し合いの中で出てきたことを施設運営に活かし

てもらえればと思う。 

＜塩川様＞ 

家族が安心して預けられる施設になってほしい。利用者のために施設が改善してくれれば

と思う 

 

・(No4)市との連携 

＜五月女様＞ 

どんな些細な事でも困ったことがあれば相談してもらえればと思う 

「こんな事で相談してよいのかな」と思うようなことでも気軽に相談してもらえると良い

と思う 

＜福田様＞ 

元介護保険課で仕事をしていた自分としては、行政側も色々相談してくれた方が良いと思

う。そうすることで細かい情報共有や相談が行え、より事業所と共有が連携しやすくなる 

 

４）その他 



   次回の内容は「自己評価・外部評価・運営推進会議活用ツール」に基づき【No15 馴染みの人

や場との関係継続の支援】【No１７チームで作る介護計画とモニタリング】【No19 一人一人を

支えるための事業所の多機能化】を協議・検討することとする 

 

次回開催日時 

令和 7年 11 月 19 日（水） １４：００～ 



資料２ 

 

 

令和 7年９月１７日 

 

グループホーム無量荘 活動報告 

 

＜ご入居者状況＞ 

  1 階  9 名 

   2 階  9 名   計 18 名     令和 7年 9月 17 日現在 満床 

 

＜研修報告＞ 

  7 月 高齢者虐待防止研修（高齢者虐待防止の本質を理解する） 

  8 月 身体拘束等の排除研修（身体拘束防止について） 

  9 月 事故発生の予防や発生時の対応研修 

（介護サービスにおけるリスクマネジメント） 

 

＜関係機関等協力事業＞ 

① 引きこもり支援 

（引きこもり地域支援センター あかりテラスからの相談） 

ヤングケアラーの２０代男性 

１０代から兄弟の介護をしてきた。 

高校は卒業したが、介護との兼ね合いで継続的な就労が困難な状況で

あり、定職に就くことができず現在に至る。 

兄妹の介護をしてきたことから介護初任者研修を受講し資格は持って

いる。 

本人も少しでも社会に出たい（就労希望）という思いがあるため社会

復帰の第一段階として短時間、週 2日程度で受け入れ調整中 

 

② 生活困窮者支援事業 

（生活相談支援センターのぞみからの相談案件） 

令和 6年から生活困窮者の社会復帰（社会的自立）を支援する事業の

一環で 30 代男性をボランティアとして受け入れてきた。 

ボランティア中に介護初任者研修を受講し有資格者となった。 

仕事も意欲的であり、遅刻欠勤等もない 

ご入居者との関係も良好であることから R7 年 9 月より職員として雇用

することとなった。 

 

 



資料２ 

 

 

③ 北中生帰宅時交通安全見守り 

夏休み期間はお休みしていた交通安全見守り 

夏休み明け 9月 11 日～再開 

１８：００～１８：２０ 

 

   






































